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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

後期がスタートして３日目の１３日の朝、３年生

以上の後期学級委員と各委員会の役員の紹介があり、

次に、代表として６年学級委員に任命証を校長から

授与しました。その後、運営委員会委員長の加賀谷

＊＊さんが、役員を代表してあいさつをしてくれま

した。

一人一人が小さなきまりを守ってみんなが気持ち

よく生活できるように。自分たちで困りごとや問題

を相談しながら解決したり、アイディアを出してみ

んなが楽しめる企画で盛り上げたりしながら楽しい

岩城小学校をつくっていってほしい、とお話ししま

した。

後期委員会役員

委員会 委 員 長 副 委 員 長 副 委 員 長

運 営 加賀谷 ＊ ＊ 大 堀 ＊ ＊ 佐 藤 ＊

図 書 前 川 ＊＊＊ 関 谷 ＊ ＊ 佐々木 ＊ ＊

体育保健 小 野 ＊ ＊ 高 橋 ＊ ＊ 工 藤 ＊ ＊

放 送 藤 沢 ＊＊＊ 高 野 ＊ ＊ 石 塚 ＊ ＊

給 食 堀 井 ＊ ＊ 佐 藤 ＊ ＊ 大 堀 ＊ ＊

後期学級委員

３年１組 ４年１組 ５年１組 ６年１組

矢野 ＊＊＊ 今 野 ＊ ＊ 今 野 ＊ ＊ 佐々木 ＊＊＊

和田サリム＊＊＊ 渡 部 ＊ ＊ 佐々木 ＊ 堀 井 ＊ ＊

校内を回っていると、来週の学習発表会に向けて各教室で台詞の練習をしたり、小道

具を作ったりしている場面を見かけ、体育館では通しで発表練習をしている姿に出会い

ます。どの学年もこの半年間で学習したことを目一杯盛り込んで、その成果を保護者の

皆様に披露しようとがんばっているところです。

子どもたちのがんばりにご期待ください。

後期ですから、５

年生は自分が６年生

になったら・・・と

いう視点で６年生の

仕事ぶりを見てほし

いです。６年生は働

く姿で５年生に範を

示してほしいです。



３年生は、１０月に入ってから旧藩祭の手踊りの練習

を始めました。

手踊りには、亀田婦人会の鈴木とみ子様、齋藤あさ子

様、佐々木登美子様、白井ミヤ子様、和田保子様、佐藤

眞喜子様、山崎寛子様がお出でくださり、とてもていね

いにご指導いただいております。「話の聞き方がよく、

指先までピンと伸びていて上手に踊れている。」とお褒

めの言葉をいただきました。

さてさて、「天鷺奴」「岩城供侍」「腰元」「岩城姫」「茶

屋娘」・・・どんな姿で踊りを見せてくれるのでしょう

か。楽しみですね。

「居住地校交流」とは、特別支援学校に通う児童

生徒が居住する地域の小・中学校等の児童生徒と一

緒に交流や学習活動を行うことです。誰もが人格・

個性を尊重し合える共生社会の実現のため、大切な

交流の場と考えられています。

１０月５日（水）の３校時、今年もゆり支援学校小学部３年生の工藤＊＊さんが交流

に来てくれました。１年ぶりでしたが、支援学校の「ボッチャ」と「ピン倒し」の競技

の説明を聞き、一緒に楽しく活動することができました。友達に応援したり、＊＊さん

の番に拍手をしたりして、心温まる場面がありました。

帰りは＊＊さんの乗った車が見えなくなるまでお見送りをした、優しい３年生です。


